
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

                               

                                

立山町立立山北部小学校 

学 校 だ よ り 
令和５年７月 

― 第 ４ 号 ― 

 

   地域の皆様に感謝「おかげさまで、１学期を元気に過ごせました！」 

岩田 理恵子 

 この７月は例年以上に気温が高い日が続き、突然の大雨や雷も多く発生しました。先日の白岩川豪

雨災害では、夕刻から新川公民館も避難所となりました。身を寄せられた方々からお話を伺いなが

ら、ついこの間、子供たちがヤマメの放流体験をさせていただいた栃津川も氾濫してしまうのではな

いかと大変心配しました。その後の大雨も含め、被害に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げる

とともに、一日も早い復旧をお祈りいたします。 

 このように、災害をはじめとしていつどこで何が起こってもおかしくない昨今の状況の中、おかげ

さまで、児童・教職員一同、１学期を無事に元気に過ごすことができました。これもひとえに、保護

者の皆様、そして地域の皆様のご理解と支えがあってのことと衷心から感謝しております。例えば、

８時 10 分から 16 時 40 分までの勤務時間内に行うことができない業務や持ち場を離れることができ

ない所での見守り、熟練の技を生かした指導等、学校スタッフだけではできないことを、地域の皆様

はいつも「子供たちのために」と熱い思いで率先して担ってくださっています。北部っ子安全見守り

隊の皆様からの毎日のお声掛け、真珠の会の読み聞かせボランティア、新川新生会ほか 80 名余りの

ご参加をいただいた全校除草作業、また、町事業である北部っ子かがやき広場や立山北部放課後児童

クラブでのご指導、ＰＴＡ親子活動の七夕用に立派な竹を提供してくださったこと、・・・全てが子

供たちの新たな発見や成長の糧となっています。 

４月以来、温かいお心遣いや叱咤激励をいただきましてありがとうございました。これから１か月

足らずの短い夏休み、子供たちは各家庭でたっぷりと安らぎの時間を過ごします。２学期からの新た

な学びに向けて、大いにリラックスして英気を養ってほしいと思います。私たち教職員も、それぞれ

が研修で専門性を高めたり、ふるさとに帰ったり、日頃できない体験をしてリフレッシュしたりしな

がら、２学期からまたパワー全開で頑張れるよう準備をしたいと思います。どうか、皆様の夏が素敵

な思い出に彩られますように。 

28 月 始業式　給食開始 5 木 集金自動払込日 6 月 集金自動払込日 5 火 学期末作業日（～８日）

30 水 特支合同学習 14 土 運動会 7 火 県東部研究会（12:15下校） 7 木 特支３校交流学習

31 木 くもくん教室 16 月 運動会の振替休業日 13 月 研修会のため（13:00下校） 12 火 個別懇談会　希望（～14日）

5 火 集金自動払込日 18 水 劇団アトム本公演 17 金 創校記念日 22 金 第２学期終業式

7 木 ３・５年生スポーツ教室 21 土 街頭募金（ボランティア） 18 土 学習公開日

11 月 4・5・6・年生劇団アトムワークショ ップ 26 木 就学時健診 20 月 学習公開日の振替休業日

12 火 ５年生宿泊学習（～13日） 29 日 資源回収 24 金 ５年生GoGoフェス

20 水 学習公開日

24 日 新川地区住民大運動会

（名称・内容は現在検討中とのこと）

８・９月 １０月 １１月 １２月

２学期の行事予定 (7月２５日現在) 
 今後、校外学習等を計画する学年があります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ ２学期は保護者の方に、子供たちが進んで運動や学習に取り組んでいる様子をもっとお見せ
できるように努めていきます。 

※ 多くの保護者の方に立山北部小学校を「行かせたい学校」と感じていただいていることに感 
 謝するとともに、より「行きたい学校」「行かせたい学校」になるよう努めて参ります。 

 ６月１日～１９日に行った学校評価アンケートの集計結果の一部をお知らせいたしま
す。この学校評価アンケートの結果を基に、今後の指導に生かしていきたいと思いま
す。なお、結果は本校ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。 
 にこにこ みんな やさしい心（徳） 

 ○ あなたは（お子さんは）、友達にあたた  
  かい言葉づかいで優しく接していますか。 

いっぱい うごかす げんきな体（体） 
 ○ あなたは（お子さんは）、運動チャレ

ンジシートに（外遊び等、進んで健康な
体つくりに）取り組んでいますか。 

かかわり ふかめる たのしい学習（知） 
〇 あなたは（お子さんは）、学校での
学習に進んで（頑張って）取り組んで
いますか。 

 

わになって はげむ ほくぶっ子（地域との連携） 
 ○ 立山北部小学校は「子供が行きたい学校」  
  「保護者が行かせたい学校」になっています 
  か。 

６月学校評価アンケートから 

立山北部小学校ホームページも随時更新しています。 
ぜひ、ご覧ください。 https://tateyamahokubu-e.edumap.jp 

                               

「地域で守られていることを感じた全校除草」 
                                桑原 隆（環境教育担当） 
 

朝から暑い日差しが照りつける７月４日、今年度も新川地区の新生会、民生委員・児童委員、保護者

の方々の協力を頂いて、全校除草「グラウンドクリーン大作戦」を行いました。当日は、８０名近くの

多くの方々が参加してくださいました。 

本校は、直線で１００ｍを走ることができる広いグラウンド、以前の校舎時代から続く樹木・樹木周

り、２年生の生活科を始めとして各学年が栽培活動を行っている畑や花壇等、恵まれた広い敷地を有し

ています。しかし、この広い敷地を雑草等から守ることはとても大変なことです。その点で、地域の

方々に協力を頂きながら一緒に除草作業をすることは、学校をきれいにしているという達成感をもつこ

とができ、また、世代を超えて地域の方々との関わり方を学ぶことができるので、愛校心や郷土愛を高

めることができるよい機会だと考えています。 

除草作業が始まると、子供たち、地域の方々が交じって広がり、どんどんきれいになっていくのがと

てもよく分かりました。中には、手慣れた地域の方の作業の様子を見てやり方をまねする子供もいまし

た。一緒に集めた草をごみ袋に入れる子供もいました。地域の方から、子供たちに優しく声をかけてく

ださる姿もありました。手は作業を進めながら「今、何年生け？」という問いかけに始まり、「勉強は

がんばっておるがけ」「がんばられや」という優しい言葉に、子供たちも笑顔で返していました。瞬く

間に見違えるようにきれいになり、取った草を詰めたごみ袋が山になりました。 

作業を終えて、最後に新生会代表の方のあいさつがあり、「みなさんは、地域の宝です」と話された

ことに、学校と子供たちが地域で大切にされていることが改めて分かりました。地区の皆様に感謝する

とともに、子供たちがいろいろな場で活躍する姿を地域の方々に知らせることで恩返しができればと思

います。本当にありがとうございました。 


